
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - ▲ 3,889 - -

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

医療系学部を有する国公私立大学の中で、遠隔医療に関する教育内容の充実を検討している大学、コロナ禍における実習を実質的なものにするためのDXを活用した優れた教育
内容の充実を検討している大学に対し、教育・実習体制を整備する際に必要となる機材等の購入を補助し、遠隔医療や、コロナ禍における実習を実質的なものとする教育プログラ
ムの構築を支援する。【補助率：定額補助】

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 3,889

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 3,889 - -

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - - -

- - 3,889

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1415342_00004.htm

令和3年度
事業終了

（予定）年度
令和4年度 担当課室

- -

補正予算（B) - 3,889 -

-

-

2023 文科 22 0157

文部科学省

政策 4 個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

社会全体のデジタルトランスフォーメーション（DX）革命と今般の新型コロナウイルス感染症のまん延により、医療環境においてはオンライン診療等の本格導入が見込まれる中で、
医療職の養成段階においても早急な対応が必要となっている。また、医療職養成教育における実習等の在り方についても、当該感染症の完全終息が見通せない中では、対面に
加えDX等を活用するハイブリッドの実習が必須として求められている。上記の課題を解決するため、オンライン診療をはじめとする遠隔医療など新たな医療に対応できる人材を短
期的に養成するための設備整備を行うことで、迅速に輩出することを目指す。また、DX等の手法により、従来の実習ではできなかった取組も可能とし教育手法の高度化を目指す。

医学教育課
医学教育課長
俵　幸嗣

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

コロナ克服・新時代開拓のための経済対策（令和３年11月19日
閣議決定）

事業名 ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1 大学等における教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

-

事業概要URL https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1415340_00003.htm

(項)令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 100%

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

　

　

(目)

-

今般、新型コロナウイルスの感染拡大防止のために外出制限等が行われたこと等の影響により、国民の医療機関の受診機会及び検査機会が減少し、健康状態の悪化が懸念さ
れることから、医師によるオンライン診療や薬剤師によるオンライン服薬指導等を適切に普及・促進することが求められている。また、今般の新型コロナウイルス感染拡大下におい
て医療人材養成課程の教育（特に患者を対象とする実習）が変化を余儀なくされたことを踏まえ、今後、再び、新興・再興感染症が流行した場合であっても、実践的で質の高い教
育が行えるよう、医師等の養成課程における実習をはじめとした実技科目に新たな教育手法を導入するような見直しが必要となっている。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

本事業は１年間の補正事業であり、段階的なアウトカムの設定が難しいため

-- 257

成果実績

257

本事業によって構築された教育プログラムを履修した学生数をアウトカムとする。

26,482

100％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

4 年度

令和４年度までに、新たな医療に対応
できる医療人養成のための教育プログ
ラムの履修者を輩出する

選定されたプログラムを履修
した学生数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

令和４年度までに、新たな医療に対応
できる医療人養成のための教育プログ
ラムを257件構築する

各大学における教育プログラ
ム構築数

活動実績 件 -

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

-

活動目標 活動指標

-

選定大学を対象に、遠隔医療に関する教育内容を充実させるため、また、DXを活用しコロナ禍における実習を実質的なものにするため、教育・実習体制を整備す
る際に必要となる機材等の購入を補助することで、遠隔医療や、コロナにおける実習を実質的なものとする教育プログラムの構築を支援する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

各大学より提出された実績報告書

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

26,482

100

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 - - 26,482

目標値 人 - - 26,482



目標年度における効果測定に関する評価（令和5年度実施)

選定された大学において、新たな医療に対応できる医療人養成のた
めの教育プログラムが構築され、構築されたプログラムを学生が履修
することで、短期アウトカムの目標値を達成している。

点検結果

本事業は「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」に基づき、新たな医療に対応できる
人材を養成するものであり、適切かつ優先度が高い事業である。支出先の選定に当たって
は、公募を実施し、第三者委員会で選定することにより、その妥当性や競争性が確保されて
いる。

-

-

この事業は当初計画に基づき、令和4年度をもって予定通り終了。本事業により得られた成果については後継事業の実施等において適切に活用すること。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0151

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度

令和4年度 2022 文科 21

今後は、本事業により構築されたプログラムについて、自大学以外の学生等に対しても広げるなど、事業成果の普及・発信を推進する予定である	

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

採択大学に対して、本事業によって構築された教育プログラムの波及を含めた事業の継続について、引き続き促してまいりたい。

終了予定

予定通り終了

平成30年度

平成23年度

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

4

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 233 計

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

物品費 医療用シミュレーション設備等 229

その他 印刷製本費、会議費、通信運搬費、光熱水料

文部科学省

（３,８８９百万円）

対象大学から申請のあった事業内容を審査の上、

支援対象とする取組を選定し、補助金を交付する。

【補助金等交付】

Ａ．大学（全１８０大学）

オンライン診療をはじめとする遠隔医療など新たな医療に対応できる人材を短

期的に養成するための設備整備を行うことで、新たな医療に対応できる人材を

迅速に輩出することを目指す。また、DX等の手法により、従来の実習ではできな

かった取組も可能とし教育手法の高度化を目指す。



支出先上位１０者リスト

A.

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

- - -10 学校法人東邦大学 4010805000735
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

55 補助金等交付

-

9 学校法人国際医療福祉大学 6060005004332
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

58 補助金等交付 - - -

- -

8 学校法人昭和大学 8010705000410
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

60 補助金等交付 - -

- - -

7 国立大学法人北海道大学 6430005004014
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

63 補助金等交付 -

6 国立大学法人東北大学 7370005002147
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

64 補助金等交付

-

5
国立大学法人東京医科歯科
大学

6010005007397
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

69 補助金等交付 - - -

- -

4 国立大学法人広島大学 1240005004054
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

76 補助金等交付 - -

- - -

3 学校法人東京薬科大学 3010105000214
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

194 補助金等交付 -

2 国立大学法人熊本大学 2330005002106
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

206 補助金等交付

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国立大学法人富山大学 4230005003054
ウィズコロナ時代の新たな医療に対
応できる医療人材養成事業

233 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率


	行政事業レビューシート

